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「使用上の注意」改訂のお知らせ  
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この度、標記製品につきまして「使用上の注意」を改訂いたしましたので、ご案内申し上げます。 

つきましては、今後は下記内容に充分ご留意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

1．改訂内容 

次のとおり、自主改訂いたしました。 

・相互作用相手薬の販売中止に伴い「併用注意」の項より「レセルピン」、「トルブタミド」、「アジマリン」を削

除いたしました。 

 

※改訂箇所は裏面をご確認ください。 

 

今回の改訂内容は、医薬品安全対策情報（DSU）No.342（2026年2月発行予定）に掲載されます。 

 

 
 
 
 
  

 

 

 

お問合せ先：日本ジェネリック株式会社 
安全管理部 TEL：03-6684-2467 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の使用上の注意改訂等を反映した電子化された添付文書情報につきましては、以下よりご確認ください。 

・日本ジェネリック株式会社 医療関係者向けサイト（https://medical.nihon-generic.co.jp/） 
・医薬品医療機器総合機構ホームページ(https://www.pmda.go.jp/) 
・「添文ナビ®」にて個装箱等に表示のGS１バーコードを読み取る。 
「添文ナビ®」のインストールや使用方法は日薬連のホームページをご覧ください。 
（http://www.fpmaj.gr.jp/Library/eMC/） 
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2．改訂箇所（新旧比較）                       部：改訂箇所、    部：削除箇所 

 

改訂後 改訂前 

10. 相互作用 

10.2 併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

交感神経系に対し抑

制的に作用する他の
薬剤 
β遮断剤（チモロー

ル等の点眼剤を含
む）等 

交感神経系の過剰の抑

制（徐脈、心不全等）を
きたすことがあるの
で、減量するなど慎重

に投与すること。 

相互に作用（交感神経

抑制作用）を増強させ
る。 

血糖降下剤 
インスリン 

アセトヘキサミド
等 

血糖降下作用が増強さ
れることがある。また、

低血糖症状（頻脈等）を
マスクすることがある
ので、血糖値に注意す

ること。 

血糖値が低下するとカ
テコールアミンが副腎

から分泌され、肝での
グリコーゲンの分解を
促し、血糖値を上昇さ

せる。このとき、肝臓の
β受容体が遮断されて
いると、カテコールア

ミンによる血糖上昇作
用が抑えられ、血糖降
下作用が増強する可能

性がある。通常、カテコ
ールアミンは心拍数を
増加させるが、心臓の

β1 受容体が遮断され
ていると、心拍数の増
加が起きず、頻脈のよ

うな低血糖症状がマス
クされるためと考えら
れている。 

クラスⅠ抗不整脈剤 
ジソピラミド 
プロカインアミド 

等 
クラスⅢ抗不整脈剤 
アミオダロン等 

過度の心機能抑制（徐
脈、心不全等）があらわ
れ、心停止/洞停止に至

る可能性があるので、
減量するなど慎重に投
与すること。 

抗不整脈剤は陰性変力
作用及び陰性変時作用
を有する。β遮断剤も

カテコールアミンの作
用を遮断することによ
り心機能を抑制するた

め、併用により心機能
が過度に抑制される。 

 

10. 相互作用 

10.2 併用注意（併用に注意すること） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

交感神経系に対し抑

制的に作用する他の
薬剤 
レセルピン 

β遮断剤（チモロー
ル等の点眼剤を含
む）等 

交感神経系の過剰の抑

制（徐脈、心不全等）を
きたすことがあるの
で、減量するなど慎重

に投与すること。 

相互に作用（交感神経

抑制作用）を増強させ
る。 

血糖降下剤 
インスリン 

トルブタミド 
アセトヘキサミド
等 

血糖降下作用が増強さ
れることがある。また、

低血糖症状（頻脈等）を
マスクすることがある
ので、血糖値に注意す

ること。 

血糖値が低下するとカ
テコールアミンが副腎

から分泌され、肝での
グリコーゲンの分解を
促し、血糖値を上昇さ

せる。このとき、肝臓の
β受容体が遮断されて
いると、カテコールア

ミンによる血糖上昇作
用が抑えられ、血糖降
下作用が増強する可能

性がある。通常、カテコ
ールアミンは心拍数を
増加させるが、心臓の

β1 受容体が遮断され
ていると、心拍数の増
加が起きず、頻脈のよ

うな低血糖症状がマス
クされるためと考えら
れている。 

クラスⅠ抗不整脈剤 
ジソピラミド 
プロカインアミド 

アジマリン等 
クラスⅢ抗不整脈剤 
アミオダロン等 

過度の心機能抑制（徐
脈、心不全等）があらわ
れ、心停止/洞停止に至

る可能性があるので、
減量するなど慎重に投
与すること。 

抗不整脈剤は陰性変力
作用及び陰性変時作用
を有する。β遮断剤も

カテコールアミンの作
用を遮断することによ
り心機能を抑制するた

め、併用により心機能
が過度に抑制される。 

 


